
シーン1

最初のシーンは、

『ある日の内科の外来』です。

それでは動画をご覧ください



シーン１の上映

動画上映



シーン１について～どこオカシイのか？

いかがでしょうか？

どう見てもオカシなやり取りですね

・明らかに記憶障害がある

・薬の管理ができていない

・よく考えようとせずに怒る

☞さあ、あなたはこの人の状況を

どうやって人に伝えますか？



シーン１の状況を『もっとぱっとスピード問診票』に記録してみる

では、お手元の『もっとぱっとスピード

問診票』をご覧ください。

あなたは今の場面を見て、どこに✓を

つけますか？

それではこの後の1分間で✓を入れて

みましょう。

さあどうぞ。



シーン１の答え合わせ

いかがでしょうか？

私はここに〇を 図示

つけてみました。

１－８ ２－６

明らかな記憶障害があります

薬の管理ができません。

生活に支障が出始めています

☞中度の認知症が疑われます



シーン１での今後の方針

明らかな記憶障害があり、認知症の可能性が高い

☞出会った医師はこのまま放置して良いのか？

ご本人が穏やかに暮らせていれば、たとえ認知症

であっても、それはそれでよろしい。

でも、誰かが見守らなければなりません。

☞ではこの医師は、この後どうしたらよいのか？



シーン１の今後のプラン

①「生活状況」を確認しましょう。

穏やかに暮らせていれば良いのですが、そうとも

限りません。

中度の認知症でしょうから、日常生活に支障が

出て来ている可能性があります

⇩

まずは地域包括支援センターに連絡を入れましょ

う。そして生活状況を観察してもらいましょう。



シーン１の今後のプラン

②その結果「見守りが必要な状況」でしたら、

早急に介護サービスにつなげましょう。

☞「明るく楽しく長生きしていただくために！」

と説得して、介護保険を申請しましょう。

☞申請のために、いろいろな手を使って、認知症

の簡易なテストを実施しましょう。


